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日本の工業文化について、江戸時代にさかのぼってお話ししたいと思います，日 

本の産業文明は、 近代になって西洋との接触によって機械化が始まったと理解さ 

れ、日本以外でもそう思われています。 「産業革命」というヨ一 ロ•ッパの産業史を 

示す言葉を使って言えば、これは、普通は明治時代以後興こったと考えられていま
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す。しかし、実際、第一次k 業の革命はすでに、江戸時代に興こっていたのです。

産業革命の前提に動力の問題がひとつありますが、ほかに機械仕掛けの問題はすで 

に江戸時代に導入されてそして消化されていました。そのことをもう一回考えた 

いと思うのですが、□ 本には、占代からいわゆる丨絡繰り（カラクリ）」という仕 

掛けがないわけではなかったのです。占代の説話でも、建築家で飛釋の匠み、百済 

の方ワナリという二人の大工の巨匠が対決しましたが、その時飛釋の匠みの作った 

堂がどこから人ろうとしても、その前にいくと扉が閉まりどうしても入れないと

仕掛けをつくって、それで百済の力ワナリが降参したという話があります o

こにカラクリの原理が建物に応用されています。 よくよく考えてみると、飛«!の
* 警

♦

匠みはもうすでにアウ卜ドアのシステムを知っていたのではないかと思わせる話で

その他に9世紀か10世紀の話ですが、 日照りが続いてどこの田もカラカラになっ 

てしまいました" そうした時に、ある親王ダ田圃に仕掛けをしました。そこに水を 

持ってきて入れると、人形が動いて声を出すという仕掛けを施します。そのカラク

リに惑わされて人々は次から次に水を持って来て注いでは喜んでいたので、その 

田は枯れることなく無事に過ごした、というエピソードもあります。こうした方ラ

クリはこのようにすでにあõ たということが分かります O

ところが、時計の出現によって日本のr カラクリ文化」というのは大きな転換を 

遂げましたo 大航海のあと日本にも諸外国の船が現れ、 東アジアにおいてもヨー 

ロッパの文物が紹介され、時計もその中の一 ^で、中国の皇帝たちも大きな時計を 

愛用しましたn ところが、中国の場合、そのメカニズムではなく、どちらかという 

と、動くという要素や、ルビーなど宝石がちりはめられた装飾性に関心がありまし 

た。しかし、中国の古代からの文明の科学技術は、日本よりはるかに発展していた 

にもかかわらず、時計に関しては装飾的要素にしか当時は関心がなかったため、壊 

れるとそのままという有様でした。 いわゆる東洋の帝王のオリエン夕ルデスポ

テイズムに特有の非常に掏爛豪華な文化的装飾として役にたったのです O
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ところで、日本にやってきた時計ですが、最近でも織田信長などがあちこち攻め 

るのに、時計を前面に立てて行軍したと書かれたものを見ましたが、私自身が確か 

めたねけではありませんので、どこまで資料性があるか分かり分かりません。確実 

に所有してぃたことが分かってぃるのは徳川家康で、 寄進を受け愛用してぃまし 

た。 それより前にフランシスコザビエルが日本に来た時、広島の周防の領主で 

あった大内義隆に時計を寄贈したとぃう話が残ってぃます。ところが、大内氏が滅 

亡した時にこの時計は一緒に焼かれてしまって、残ってぃません。日本に現存する 

最も古ぃ時計は、 スペインのフィリッぺ三世が1612年に徳川家康に寄進したもの
V

で、静岡市にある不動尊東照宮におぃてあります。東照宮のオリジナルは日光では 

なく静岡にあるからで、実はこれは私が静岡県立大学にぃたから見ることができた 

わけです。家康の場合は、中国の皇帝のように豪華に飾って時計を使うことは特に 

しませんでした。それで日本では、最初の時計技術者の仕事は、まず時計を東洋化 

することにありました。つまり，時計はもともと太陽暦の原則にしたがって時間 

は等間隔のものとして二十四時間制で時を刻んでぃますが、太陰暦の場合は夏と冬 

とでは昼の長さが違ぃ、夏は長く冬は短ぃので時を刻む単位を変えてあります。そ 

れに合わせて構造を研究して、 和時計は単位が変わることに対応するように作り 

替えます。その最初の仕事を当時の工芸家が成し遂げました。

そこで、家康の手持ちの時計が壊れた時、徳川の出身地である駿河の大工の棟梁 

に津田助佐衡門とぃう人がぃて、彼に修復を命じましたo 種子島に銃が入ってきて 

一年後に種子島のR 様の命令で刀« 治がそれを再現したのと同じで、津田は時計を 

修復するために解体しましたO その時、組み合わせの原理を全部記録しながら、直 

したわけですが、その時、部品を全部自分でコビーし、別の時計を新しく作り直し 

ました。これは日本人の真似餘力の例で、今では高く評価されなぃかもしれません 

が...oこのようにいとも容易に時計は日本人に吸収されたはずなのですが、徳川 

幕府は機械の原理を軍事的目的、産業の目的に利用することを禁止しました。この
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ためエ業の原理が人ってきたにも関わらず時計はそうした面にプラスになりませ 

んでした。諸国の大名が軍事に使っては危険だし、産業に利用されれば生産構造が 

変わり経済的なコン卜ロールを徳川幕府が行うことが出来なくなるからでしたィ 

こうして軍事産業に使うことが禁止されたために、得られた知識が産業革命という 

形には結びついていかなかったわけです。 これをもって残念だと言うか、また

は、そうであるから徳川300年の体制が保たれて、日本文化が日本文化らしくなっ 

たと言うか、結論はそれぞれの立場によって違うと思います。

しかし、この時計を自家薬菴中の物にして技術を人形の方に応用しています。そ

れから人形からひいては芝居の方に応用していくなどしてこれらが時計によって

得られた工学の原理の使い方になっていきます。時計そのものの原理を解体して色

々な部品、例えば、歯車などが使えるようになりそれを称してカラクリといいま

した。それを実際に応用した人は竹田近江という人で、カラクリの原理を人形の方

に応用して文楽の劇場に使っていきました。最初に大阪道頓堀で行われています 

が、これはこちらにいらっしゃるキーン先生の著書（’文楽』に詳しぐ述べてありま

す。この竹田近江はもともと日本に人ってきてコピーされた時計の専門家でした。

井原西鶴の俳諧の中に丨茶を運ぶ人形の車働きて」という句があります。これは

そういうものについて触れた最初のころのものであろうと思われますが、 『独吟百

韻』という句集の中に人っており、これが1675年に出版されていますから、その前 

に西鶴の目にとまっているわけです。その中に江戸の播磨掾、大阪の竹田、この両 

者が人形をいかにして舞台の上で使っていたかという描写があります。

竹田近江一世が自動人形を発明して技術を竹田二世に伝えましだ。二世はカラク 

リ人形をますます盛んにしその劇は人間の演ずる劇よりも本格的なものだという考 

え方が一時期なされるほどになりましたu 1700年代に入ると、近江一世の弟竹田出 

雲が竹本義太夫の竹本座の座主として継ぎ、 『用命天皇職人鑑J という近松門左衛 

門の珍しい人形浄瑠璃の上演に成功しました。これはiã松の初期のころの、極めて
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珍しい時代物を扱ったものですが、この中で色々な仕掛けを必要とするどんちゃん 

« ぎの場面とかがあり、 その中で竹田人形座の持っていた力が十分発揮されまし 

た。 近松は竹田人形座と協力して大いにカラクリを使った浄瑶璃を書いていきま 

す。 この当時の作者には文字を頭において台本を書くというよりも、色々な場面 

が演じられる空間を頭において書くという風習があったので、近松の場合もどのよ 

うなカラクリを使おうかというのが創作の意図になっていたと言われています_ そ 

のころ、色々人形を使った仕掛けが盛んになってきて、例えば、子供の生まれてく 

るまでの様子を、胎内十か月というような見世物仕立てにして、母親の胎内におけ 

る子供の有様を人形芝居にして胎内で笛を吹いたり、おしっこなどしたりする力 

ラクリが必要な見世物を演ずるようになりました。 これが子供狂言と言われたわ 

け で 、カラクリはこのように人形の世界に色々な形で影響を与えていました,、

1741年ごろには、江戸において竹田一座はカラクリ芝居の長期公演を行って大成

功をしました<3そして、この頃から段々竹田人形座の関心も、人形そのものから舞

台そのものにカラクリを応用するという風に力点が変わってきました^ 1741年、 18

世紀の後半に、並木正三という人が「せり」の仕組みを考案しました。舞台のせり 

あがりですが、これは滑車の原理を利用したもので、やはりカラクリの産物です，

これをきっかけとして、舞台そのものをカラクリ仕掛けにしていくという方向に演 

劇の関心が移っていきましたn ですから、人形そのものに始めしかけられたカラク 

リが、、後には段々自動人形を拡大した、舞台そのものに移っていったのです。原理 

は同じですから、外見は変わっても、同じ原理の拡大化ということが出来るでしょ 

う。 人形芝居のなは、自動人形を使うよりも手で使う人形の方に移っていきまし 

た。 この事実が何を意味しているかというと、機械の原理は初めに言ったように 

軍事産業などには使えないから人にすぐ役に立つようなものに応用されずしたがっ 

て、これを扱う人たちはちょっといかがわしい、どちらかと言うと奇術、妖術使い 

のたぐいと昆られて、芸興業の世界でしか生きていけないということになったわけ
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ですu日本の産業とは切り離された形で、 J1業原理が使われていったということ

は、このような演劇の世界に技術が流れ込んだことの理由になります。

「せり i から始まって丨回り舞台」 [ 上げ』 r F げ j さらに「屋台崩し」 

という、f 里見八犬伝』の屋根の上での対決場面に使われたもので、屋根がどんど 

ん 違 っ て 上 へ い っ た り F がったりするような原理にも使われます。さらに、日 

本では芾川猿之助が復活して大変評判を呼び、国外でも公演に使われている「宙乗 

りJ で、天井の方から釣られて悠々と空を飛ぶという原理にも使われます"こうし 

て、空を飛ぶという演技も可能になりましたU 忍術使いや天狗が空を飛ぶというの 

は日本人の想像の中ではあったのですが、実際に行われたのはこうした演劇の仕掛 

けが発達してからであろうと思われます

19世紀になるとカラクリの動きが人間の動きに影響を及ぼし始めました。カラク

リ•を使うと人間にはできない色々な動きができることが分かってきます。すると、

カラクリでやったようなしぐさ、宙返りトンボ返りや、体を曲げたりくねらした

り普通不可能に思える踊りを人間に舞台で実際にやらせることが行われるよ.うに

なります，変イb]®りは人間が続けて変化し化けていくことですが、1794年になると

尾上松助という役者がイ匕粧方法を改善して顔をマスクか化粧でどんどん変えていく

技術を発明しました。これは中国の京劇などにもあって顔をさわると全然違った 

ものになりこれはあくまでも面仕掛けですが、/S上の場合は化粧法でやったと思

われますまた、網渡りアクロバッ卜的な、本来は人形しか出来ないと思ってい

たことを実際に人間の役者がやるようになりました。そこで、工業技術的な、工学

の原理と人間の演ずる芝居とが色々入り交じってきます》 『四つ谷怪談J でよく知

られる鶴屋南北四世の芝居には、非常に多くの仕掛けが使われましたが、そのころ

ほ役者もアクロバッ卜演技の上手なのがいて、人間と機械が競争するような状態に

ありました。例えば、鶴屋南北は近松と少し違ってむしろ初期の近松に近いとこ

ろがあり仕掛けを大いに使ってこの世の中の怪奇な有様を映し出そうという傾向
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がありました。ですから、そういった点では、歌舞伎の歴史では劇作者と言えば、 

近松門左衛門、鶴屋南北四世、それから幕末から明治にかけての河竹黙阿弥という

三人の戯曲作者が頭に浮かびますが、黙阿弥になるとかえって人間自然の理、人情
%

などを描き出すようになり筋の方は複雑となり、不思議な因緣の、しがらみの糸 

を描きますが、仕掛けという点でそれほど熱心には開発しませんでした,，

やはり、南北がある意味では頂点にあったと言えます。その典型的な例が、最近 

では市川猿之助一座がよく演じるr 天竺徳兵衛韓噺』です。朝鮮に行って父親から 

豊臣秀吉によって国外追放にあったいきさつを聞き、復簪に日本に戻ってくる海賊 

の親玉の話です》さまざまな幻術、妖術を見せ、追い詰められるとたちまち舞台で 

は雲がうず巻いて少し晴れるとその影から大きながま蝦が現れ、パッとニつに割 

れて煙がもくもぐその中から天竺徳兵衛が現れるという形で次から次へと仕掛け 

を見せる芝居です。話は秀吉に報復しようとしてうまくいかないという筋ですが、 

当時は切支丹（キリシタン）、伴天連（バテレン）の伝説がまだ色濃く残っている 

ころですから、そういった意味での仕掛けを使った舞台は大変な成功に終わったと 

いうことです。 尾上松之助は、南北のような劇作家にとっては理想的な俳優でし 

た。このような仕掛けを使うと飛んでもない筋を作り出すことが出来ます。いわゆ 

るシアターオアアプサデティー（theatre of absurd ity)、つまりとんでもない 

演劇、普逼の滑稽ではなくグロテスクになるぐらいにおかしい話をどんどん作り出

していくことができます。鷂屋南:ibという人はおかしさと怖さとが一緒になった滑 

槽ーこわいもののもう •つの側面は、 少し冷静に見ると、 グロテスクで滑

稽なのですが 一 そういったイ、•思議な零囲気を南北は仕掛けをフルに利用して作り

出し、また役者もァクロバッ卜にたけた人たちを使って大いに観客を沸かせまし
S

た。

そういう意味では、南北作の一番よく知られている『東海道四つ谷怪談J という 

芝居も幽霊をだして怖がらせますが、これにはâ のお盆に死者が帰ってくるという
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季節感がありますこの芝居には、非常に多くの方ラクリが使われていました。戸 

板が流れてきて、それがひっくり返ると死体がついていたりする場面の転換、ちょっ 

との隙に埸面の霉囲気が大きく変わるような仕掛けがなされていましたO また、車 

の原理で引っ張りあげて人の姿を消す（図 1 ) など南北は舞台の仕掛けをフルに 

使うことを知っていましたn フランス18世紀の舞台の歴史を参照していたところ、 

この世紀の段階では、日本の歌舞伎のカラクリは西洋よりは進んでいました。これ 

は当時の先端技術が、他に使いようがなかったため、カラクリの原理として舞台の 

世界に集中的に使われた、ということなのですヨーロッパでは先端技術を他にも 

使っていましたが、舞台では機械人形、オー卜マトンなどを発明して色々な場面で 

使っていました。ä’カサノヴァ』という映画の中にはカラクリの原理を応用したヨ 

一口ッバ風の自動人形、オートマトン人形が出てきますn 舞台技術のカラクリに関 

するかぎりは、U本の方が進んでいました" 舞台のカラクリは、ヨーロッパでは、

17世紀のイギリスにおいてジョーンズがジI 一 ムス一世のために宮廷の仮面音楽劇 

を作りそこに仕掛けを使いましたが、外見上、色々なものを縮小して再現するこ 

とに力を入れていたようです" 大体回り舞台は□ 本で並木正三が1758年に大阪で作っ 

て西洋では西年後にミュンヘンのE ¿ 劇場で使われていますから、百年のギャッ 

ブがあるということです。1 7 1 8 世紀に関する限りはフランスでも流行ったバロッ 

ク演劇も、雲が出たりヘルメスの神様が飛んだり、色々な舞台機構においてはそ 

の当時の日本には一歩譲っていたs という感じがあります

舞台の話から、普通の生活に近いところで楽しまれた「茶運び人形」（図 2 ) な 

どについて話は移りますが、これは特に江戸時代に意識的に研究されていて、『機 

巧図彙』という、1796年にPj行された本の中に、色々なカラクリ人形の様子が絵入 

りで書き込まれています。この本には着物を着せる以前のカラクリの仕掛けのメ力 

ニズムが示されていますu それについて、どんな歯車、どんな滑車が使われている 

かということも含めて本の中では記されていて、例えば、人形に竹田座の竹という
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字を書かせるなど仕掛けの実際の様子を知らしめています< そういう意味では 

『機巧図食J はカラクリを学ぶ古典的な書物になっています。色々なカラクリの中 

でも、 「五段返し」といって人形が階段をひっくり返りながら五段降りていくのを 

更に複雑にしたものがあり、その他にも鼓笛児童、魚釣り人形というものもありま 

す。

カラクリ人形に携わった研究者で特に有名なのは大野弁吉で京都に1801年に生 

まれ、小さい時からカラクリの仕掛けにたけていたらしいです。始めは四条派の絵 

を学びましたが、20歳のころ長崎に行きました。そこでまず医術を学び、物理学、 

エンジニアリング、彫刻、当時発明されて間もないダゲレオタイプと言われた写真 

術、更に天文学、暦学、鉱山発掘の技術、航海術など□本に人ったばかりの新し 

い自然科学を身につけました。そればかりでなく様々な伝統的工芸である木彫、 

竹細工、彫金、漆_ 、皮革工芸、ガラス細工、壺造り、蒔絵、花火の製造技術など

も身につけました。その後、禁制の镎国に行ったようです„ それから彼について記 

録に残っているのは、中央に行かず金沢に現れたことで、当時、金沢には力のあっ 

た商人の钱屋五兵衛が活動していて、この人は後に幕府に背く貿易をして牢死する 

わけですが、弁吉は銭屋のために今でも残る茶運び人形など色々なものを作りまし 

た。金沢には銭五博物館がありますが、所蔵品の珍しくて貴重なものの大半は大野 

弁吉の作品なので、 丨弁吉博物館」の趣を呈しています。こうした人たちが江戸時 

代において日本が蓄積していった工業的な情報を近代に伝える原動力になっている 

人だと思います。

同時期に生まれた人では、中央で活躍したためよく知られている田中儀衛門がい 

ます。1799年、京都に生まれた鼈甲細工師の枠ですが、器用であったためにカラク

リを作る方に進んでいきました" カラクリ儀衛門と言われるほどになり、1853年京 

都でカラクリ.ならなんでもという店『機巧堂』を作りました"どんな時計でも修

繕し評判をとりライターを発明して売ったりし、丨875年、もう明治維新の後です

が、田中儀衛門は泶京銀座で田中製造所という店を開き、後に南に移っていって、
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東芝製造所と笈えましたが、これが今の東芝です。この会社はその後、経営が思わ 

しくなくなり明治の初めに：.丼物産に引き取られます。三井物産の中には二つの 

派 が あ り - つは商業で贸易を、別の - 派は :n 業重視でこの派が推進力になってい 

たころ、東芝を買い取りました,、ところが中i：川彦次郎という推進者が若くして亡 

くなったため、それから三丼物産はどちらかというと工業を整理して、貿易中心の 

会社になったということがあります

それにしても、カラクリが日本のr •業の基礎にならたのは、この田中儀衛門によ 

るといえます" カラクリと近代日本の:E業の関係を考えてみると思い当たるのは 

日本では20年前から言われていることですが、ロボッ卜の技術が意外と進んでいる 

のは、 機械に対する親しみの気持ちが日本の技術者の中にはあったからではない 

か、とも考えることができます》これはカラクリ人形に親しみを持ったのと同じよ 

うな意味で機械を、メ力ニズ厶を恐れないでむしろ飼い朝らしてしまうという傾 

向がすでに江戸時代からあったからでしょう《それが、初めから産業に、大きな機 

械のために使われていたならば、こうした気持ちは芽生えなかったのではないか、

と考えられます。

日本の絡繰機械を通してのi :学原理の人り方と比べ名と、ヨーロッパのロボット 

的なものに対する考え方というのは、恐ろしい宗教的な部分があります。例えば、

パブス卜という表現主義時代の映画監督がボーランドの作家マイアリングの小説 

『巨人ゴーレング』を元に映画を作りましたン泥から巨大な怪物が現れる映画です

が、これは異界の怖い存在であって、うまく使わないと人間に対して敵になるといっ
♦

たように、ヨーロッパ的な感覚では機械人形は怖い部分があります。もう一つ、サ 

イレン卜映画でフィリッツラング監督の『メトロポリス』は、地下工業都市の中 

で機械仕掛けの少女が普通の女の子として現れ、労働者を偏動しストライキをやり 

大混乱に陷れますロシア革命を意蠭した映画ですが、このように機械人形は凶器

につながるという恐れが感じられるのです。
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日本では、機械は人間に立ち向かって•くるイメー ジではなく可愛い家畜のよう 

なもので愛馬に花子¿ 名をつけるようにロボッ卜にも名をつけたりI お百姓さんは 

耕耘機にも名前をつけたりします" そういう風な親近感を、名を付けることによっ 

て表れすわけですが、ヨーロッパではあまり聞かないことです，日本人は道具を身 

体の一部と考えるクセがあります。私はテニス狂いですが、ヨーロッパの選手は、 

マッケンロ一などは気に食わないとラケットを地面に叩きつけるのに、ところが日 

本の選手はまずそれはやりません。でも、春のウインブルドンでは松岡選手がラケ 

卜を叩きつけた、それを見て日本も国際化入りしたなと、感動したものですf そう 

いう意味で、ともあれ日本では、機械は娱楽の世界に入り、人間とは親愛関係にあ 

るというのが普通の在り方だったようです。動物に関しても同様で、歌舞伎の舞台 

でも機械化された動物を見るのを好んでいたフシがあります。特に色々な地方で伝 

承されている神楽の中には、 スサノオノミコ卜の大蛇（オロチ）退治があります 

が、簡単なものでもその大蛇の機械には原理を応用しようとする試みがうかがわれ 

ます。ですから、舞台芸術においては、特に機械的な原理と人間とが共生しシンビ 

才ティックな感じで独特の雰囲気を作っていました,，

今まで話してきたことは、時計が日木に入って、それが解体されて、その工学原 

理を知ったということです。しかし、幕府の制限によって軍事や産業に使われず 

そういう技術は娱楽の世界に入りました。このため人間と機械が親密な関係を結ん 

でいきました,，それがはじめは演劇の世界で技術がソフィスティケー卜されていき 

ましたが、ほぼ同時にサロン的なところ、お金持ちの集まるところや大名の居城で 

茶運び人形 一 お茶を運んで行って客がお茶をとって飲み、茶碗を元へ戻すと串 

回転して戻ってくるという人形 一 のように、日常的な生活に近づく形でカラクリ 

が一般化していきました" また、カラクリは、地方のお祭りの仕掛けとして、もう 

一つの方向へ広がっていきました,，例えば、現在鹿児島県に知覧という小さな町が 

あり、ここは戦争末期に特攻隊が般後の死のための飛行を行ったところで知られて
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いますが、ここに豊玉姫神社があり、そこの動力は水車を使っています。私が行っ
幸

た時に舞台の幕のFを見せてもらったら、滑車、歯車、ギアなどを組み合わせて糸 

i でつないで、舞台の上の大国主命の因幡の白うさぎの人形を動かしていました。そ ！
垂 》

の動きの不思議さはなんとなく神様の原理がそこに現われている感じを与えます。
1

; こうした仕掛けが毎年、お祭りの時に行われています。これは時計に始まったカラ 

クリ文化の中のカラクリ革命が地方にまで及んでいる例の一" です。その他に、私 

の見たものでは、特に、岐阜県の飛釋高山では夏から秋にかけての祭りに屋台の上 

で子供人形のカラクリが今でもあって、 太鼓を叩いて宙返り逆立ちなどをしま 

すt また、愛知県の多くの神社では、そうした仕掛けをもっています。 本来カラ 

クリの原理がよく知られた所だけあって、竹田座の人が特に尾張の付近に入って来 

て、ある時期から、カラクリの山車人形が非常に盛んになりました。この愛知県に 

「トヨタ自動車」が発生したのも不思議ではない気がします。同じように、茨城県 

の丨日立製作所」もそうであり、江戸時代からの色々な仕掛けが施された大きな山 

車が作られていたところですから、そこには技術者の素質を持っていた人がたくさ 

んいたということでしょう。愛知県の「トヨタ」についてですが、豊田佐吉が妨繒

機械を作り- それが自動車に移っていったのです始め、訪織機械を作るとき鉄製 

の歯車が手に人りませんでしたので、江戸時代から行われていたカラクリの機械の 

一部としての歯車を木片を組み合わせて作りましたn ところが、木の歯車は、柔 

らかいものだと木目が崩れてしまうので、堅い芯に近い部分を組み合わせ方によっ 

て堅きを保つようにするなどの工夫をしました。これはカラクリの技術を引き継い 

だというか、またはより大きなものに使い始めたということです。 そのような技 

術の延長ばかりでなく、システムのコンティニューティもあった、といわれていま

す。江戸時代の刀毅治タクザエモンという人は独自の、いかにも江戸時代らしい秘 

密のシステム耷発見していました。彼の支B2下には塗り師、鞘師など色々なタイプ 

の工芸家がいて彼らには、部品は生産させても全体については知らせませんでし
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た。部品たけを精巧に作る人たちをコン卜ロールしながら、仕事をさせてぃきまし

た。そうして明治の十年代に豊田市長が発案して豊田佐吉の協力で国産自動車の 

生産を提案しました。発想の始めは、部品を分けて生産することだったのですが、 

これがうまくいき「トヨタ』が日本で最初の国産車をつくるきっかけとなりまし 

たo ししでも、部品生産と共にシステムのコンティニューティ一があったのです

ですから、近代における日本の工業化は明治維新のあとに始まったの で は な く す

でに時計が導入され、それを修理した人が解体した時に始まっていたと言えるので 

す。

さて、機械に対する親近性の問題で、漫画のことにふれます漫画の主人公が迪 

通の人間にはない能力をもっているのは当たり前ですが、こうした超人漫画でも、 

おかしなことに、日本は別に科学の元締めではなかったのに、漫画の主人公にはロ 

ボットが多いのです。日本人がロボットが好きだということは、ここにも表れてい 

ます。普段はふつうの小学生である鉄腕アトムという少年が、変身して超人になり 

空を飛んでゆくこのように変身のために機械ロボッ 卜を使います。また、今でも 

人気があるドラエモンというロボッ卜もあります（図3 ) 。もちろん一般化はでき 

ませんが、アメリカの漫画や映画のスーパーマンは変身しても筋骨隆々の人間で、

こロボッ卜になる必要はないようですu アメリカの大衆文化の中で、人間以外の 

ものにすると、それはスパイダーマンのような怪物になってしまいます。 ロボッ

トに対する日本人の友達仲間、同じ家の屋根のT に住む者といった親近感が強いの

は、江戸時^;以来のカラクリに対する関心が子供の大衆文化の中に表れていると考

えるわけです。漫固の世界全体について言えば、□ 本の作家のSF空想幻想漫画は英

語に翻訳されたり、イタリアでも広く人気があります国によって受け入れ需要は

違いますが、国際性を獲得した日本の芸術、学問が数少ない中で[漫画」がありま

す_ 漫画に比べると、盖術学問は欧米に対しては遙かに遅れているので、私達は漫 

画家に対してイヤな顔をしてはバチが当たりますn
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以上のように、今まで浮かびヒがらなかった「カラクリ丨を日本の文化史の面で 

とらえ、EJ本の近代化の説明にも役立つと思い、本日のタイトルとして取り上げま

した。



図2

(C) Writing puppet

(A> Contemporary reproduction (D) Chahakobi-ninsyS f r o m
MKiko Zufu 11
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図 3

CA) T e ts u j in  28-go (C) Doraemon

n AtomuT etsu，B
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